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世界中で急速に感染拡大した新型コロナウイルスは，
我々の生活を一変させた．盲目的な恐れや根拠のない
過信が社会に広がる中，その政策対応も右往左往した．
この未知のウイルスに対して，科学的根拠に基づく情
報が圧倒的に不足していたのがその大きな原因であ
る．本講演では，調整運転中の「富岳」を用いて我々が
実施した，ウイルス飛沫・エアロゾルの飛散シミュレ
ーションと感染リスク低減策の提案について，気流・
飛沫連成シミュレーションフレームワークと富岳での
チューニング，今まで得られた成果を紹介する他，活動
に至った経緯や，社会が必要とする情報を迅速に発信
する上での計算科学の有意さ，難しさについて議論す
る．

1　スパコン「富岳」によるウイルス飛沫エアロゾル
拡散シミュレーション
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